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大崎はこのAIR TUNNELの「布を隔てて他人とコミュニケーション出来る構造」が、発達障害児の発育や教
育に役に立つ可能性がある、と考えており、その可能性を探るため、広島・三原市の保育所、児童発達支援
デイサービス、小学校の特別支援学級などに小型の作品を持ち込み、そこで実際に児童に体験してもらい、
施設で関わっている保育士や作業療法士、職員へのヒアリングを行っている。 
これはもちろん、医療行為とは異なる性質のものであり、少例のサンプルですぐに「ADHDへの機能的効果
がある」とは認められにくいが、職員や作業療法士の作品に対するコメントはおおむね好意的であり、「アー
トによる、発達障害児ののQOLの向上」について、今後の可能性を大いに期待させるものであった。このよう
な観点から、作品を博士号に値すると認定する。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
著者 大崎晴地の博士研究論文の出発点には、人の個体の環境（能力、生体としての障害、欠如、病理、な
ど）を前提とした上での「個体内のautopoiesis（生命の有機構成内における自己創出／自己産出）」への関
心がある。マトゥラーナとヴァレラが提唱した意味での自律的特性を重視した関心であり、所与の基準に合
致させる学び／教育ではなく、有機的な自己学習／援助、それへの関心とも言える。その研究結果にふさわ
しい一表現として、博士作品「Air Tunnel」が制作されている。 
幼児から成人にいたる年齢層で何らかの精神疾患をもつ患者の臨床場面において、この「作品」が治療に
結びつく活動の一環として活用されることを著者は期待しており、研究過程でも臨床医や治療者との共同作
業をとおして研究と作品の改良に努めたが、これはこの種の研究においては不可欠な作業であり、著者がそ
の過程を十全に経たことは専門研究上も道義的にも評価される。 
論文においては、美術家の立場から、身体、生命、時間、空間への関心を実際の建築／建造による表現へ
と昇華させた荒川修作の作業、とくに『死なない生命』というアフォリズムを浮き彫りにする形で分析して
いる。さらにデイヴィッド・リンチについては固有の作家論／作品論が成就した、と論文副査で、精神科学
と芸術の関連を深く探る精神医学者、東京福祉大学の花村誠一教授の評価が高い。 
荒川の建築的な創造作業の分析に加えて、論文の軸としては美術、とくに絵画制作と個体の関係性を探り、
とくに美学的なスキツォフレニアをはらむ個体の「病跡学」の手法を用い、Ｆ・ベーコンなどの実作品を対
象に、創造性と病跡、また現象学的な意味での作品の価値を分析している。 
論文審査は精神科学／医学、哲学の専門家を擁し、論文第一副査で、我が国における認知行動療法の哲学
的な意義を支持する第一人者、東洋大学河本教授は、「従来の議論を超えて行くいくつもの指摘を含んでいる。
十分に評価できる論文である」、と高く評価している。また、論文の姿勢と作品との関係についても、臨床場
面への貢献度に、下記のように評価と期待が寄せられている。「作品が感覚や身体そのものの形成にかかわる
以上、人間再生を課題とするリハビリテーションの課題と内的につながってくる。従来ではいまだ明確に議
論できないできたカテゴリーを明示化する試みになってもいる。」 
作品第一副査の評価も高く、「発達障害児の発育や教育に役に立つ可能性がある」と、大崎の仮説が説得力
ある作品に結実したことを評価している。「アートによる、発達障害児ののQOLの向上」について、今後の可
能性を大いに期待させるものであり、博士号に値すると認定する。」としている。 
論文、作品それぞれの、また、両者の相互補強関係についての総合評価は高く、大崎の美術作家、芸術の
社会的貢献の可能性を探る実践者、研究者、提唱者としての一貫性のある真摯な姿勢への評価を含めて、博
士号授与に充分に値するものである、との決定を審査会一致して行った。 
